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　12．パリ寸見

　10月11日10時，ロンドン空港出発，ドーバー海峡

を越えて正午パリ空港にっいた．午後1時Air　France

のバスにてInvalidにっき出迎えの本多健一．・君と会い，

パリ大学都市日本館に入る．昼食後本多君の案内でVer－

sai11e宮に遊んで，タ方となり広大なる庭園の見物を中

途で止めて帰る，

　翌12日，メトロにてLuxemburg下車，ルクザンプ

ルグ公園に入った．Luxemburg宮の丸池の周囲には，

大理石の等身燥と花壇とが幾何学的に配置されて誠に美

しい．さらに公園を出てパンテオンに入った．巨大な堂

宇の内部は，美しい大壁画をもって飾られ誠に壮麗であ

る・さらに地下室の墳墓を案内入の導きによって見た．

ベルテロー，ボルテール，ビクトル・ユーコ’一ゾラ，

ルーソウ等の永還に眠るこの丘は，近代文化の故郷とも

思われ懐しい限りであった．

　さらにすぐ近くのSt．Etienne寺に入って美しいステ

ンドグラスを見た．．それからRue　St．　Jacquesに出て，

古色蒼然た筒パリ大学の建物k沿って下りBoulvard　St・

Michelよリセーヌ河岸に出た．対岸のCit6に立つ堂々

たる大寺院Notre　Dameの内ec入らて，広い暗い裡に

言いようもない感銘が与えられた．PQnt　Neufより北岸

に出てセーヌ河岸を歩く．マロニエの大木は繁り，河岸

には露店の本屋，スケッチなどの店がっついている，ル

ーブル宮に至ってルーブル博物館に入った．一階のヱジ

プト，ギリシャの石像等を見て，2階の大画廊に上り絢

燭たる名画に驚嘆した．

　外に出てTuileries公園を通ってコンコルド広場に出

た．周囲に仏国の大都市を象徴する女神の大理石像が立

ち，南北に二大噴水塔があり，その中央にエジプトのオ

ペリスクが屹立し，その．広場を馳せる移しい自動車群に

はいささか度肝を抜く．西に向ってシャンゼリーの大通

りが伸び，逮くエトアルの凱旋門を望む．誠に壮観であ

る・東を観れば，豪壮典雅なルーブル宮が控え，北面に

はマドレース大寺院南面にはコンコルド橋を隔ててブ

ルボン宮が荘重なる麗姿を現わす．セーヌ南岸を東に歩

いて，カルゼル橋よりルーブル宮の内苑を通ってロアイ

ヤル宮に入った．漸く日暮も迫ってきたが，苑内のベン

チには子供達が嬉々と遊んでいた．

　13．ドイツの旅

　翌10月13日早朝，日本館を本多君に見送られて立

ら・地下鉄にてルクザンブノレグ公園に出，タキシ・一に（

St．　Michel，　Sebastopol，　Strasbourgの大通Pを走っ‘ご

Gare　de　Nordにっいた．午前10時発の列車はCDmPie－

gne，　St，Quenti皿e，　Aulnoyeにて停車するのみにて畑雨

の中を走り，ベルギー国内に入り，　山水の景美しい

Namur，第1次大戦の有名な要塞Ljegeなどを通ってト’

イッ国内に入り，たまたま礫殺の事故がおこり約コ時間

半不時停車した．

　Aachenの工業都市を過ぎDnlenに至ってラインリ派

野が拓け午後5時半Ktilnにっいた，駅にて稲垣茂樹氏

（神戸市建設局長）と会い共にDtisse】doriに向い6時半

ついた．駅前のHotel　Zum　Klausnerに入った，

　翌日午前中J）lisselderfの市を見物した．静かな｝Hof－

gartenの内で，子供に戯れる栗鼠，口笛を吹く手の」二に

止まる小鳥を見て，誠に美しい自．然の姿を見た．

　12時半発列車にて1）uisburg下車．駅前の荒涼たる

爆撃の傷ましい跡を見た．さらに2時半発の列車にて

MUhlheim，　Essen，　Bochum等のルール工業地帯を通り

て3時45分Dortmundについた．　MellinekiOdt　Str’asse

第1図Dortmund駅のホームにて（正面は蟻者）

第2図Chemische　werke　Htt］s　A．　G，エ場入口

のHotel　lndust「ieに入った．

　翌15日朝，出迎えの車．にてRecklimghausenりMa【i
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にゆく．約1時間車はルールの採炭地帯を走ってChem・

ische　werk　Htils　A．　G，にっいた，　J．　Oelsner氏に面会し

同氏の案内で研究所を見た．総員約500名，主任級科学

者40名とのことであるが，竣成したばかりの10階建

の新研究所の近代的実験室は，その設備の充実，施設の

完備等において素晴しいものである．天然ガス，コーク

スガス中のメタンの熱分解によるアセチレンの製造を世

界にさきがけて工業化し，ドイツの合成ゴム工業を確立

した二の工場の将来への逞しい意欲には敬服した．正午

典雅な食堂にて昼食の接待を受け，さらに分析関係の研

究室を回って，昨春来日されたHans　Theophile博士

と歓談して3時この工場を辞去した．

　その帰りの車にて，ドルトムンドのAp艮erbruckにあ

るInstitnt　fUr　Spekt【ochemie　u　angewandte　Spektro・

　第3図H．Specker博士とカントメーa一（Camera）

sk。pieにH．　Specker博士を訪ねた．　Specker博士の案

内で研究室を見た．ここにはほとんどすべての型式の最

新のスペクトログラフが設備されていた．．鞠㏄短r博士

はアルギン酸のイオン交換反応を分析化学へ応用した興

味ある論文を発表されていて，快活な人柄と相侯ってよ

き印象を得た．夕方、Prof・H・Kaiser博±は自ら運転し

てホテルまで私を送った．両博士共Mlinster大学出身

で，Kaiser博士は物理化学専攻にて，水島三一郎教授と

は知己とのことであった．

　翌16日，9時45分の急行に乗り，正午KO1皿にっい

た，大寺院（Dom）の前のDem　Hotelに入った。

　昼食後大寺院に入る．ステント・グラスは美しく輝き，

堂内も案外明るく，正面の礼拝堂は燦然と金色を放って

荘重華麗であった・午後3時，出迎えの車にてライン川対

岸のWeidenpeschにあるGlanzstoff・Courtoulds　GmbH

に行った．所長のFremery博士，　Koblitz博士とに会っ

たが，工場見学はむずかしいので，H．　Kiessig博士のX

線回析による繊維構造の研究室に案内された・Kiessig博

士はHess教授門下で，桜田一郎，祖父江寛，友成九十

九氏等とは知己とのことであった。この工場の主製品は

ヴィスコース・タイヤコードであるが，各種合成繊維の

．各種処理による繊維構造の変化について詳細説明され

た．5時，辞して社の車にてホテルに送られた．

　夜ホテルの窓よウラインの流れを眺め，対岸の美しい
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照明，高く懸れる仲秋の名月に感激の晩を送っte．

　翌17日朝，ホテルのロビーにて桜根吉之助博±（：た阪

市立大学附属病院長）に会い，9時出迎えのPref・M・

Pestemerと共にLeverkusenにあるFarbemfab【ikBayer

A，G．に行く．正面事務所にて桜根氏と別れ，　Pestemer

博士の案内で，まず本館にある製品陳列室に入って美し

　　　　　tく並べられた染料医薬，合成ゴム，合成樹脂．縁皮剤，

染皮剤，合成繊維（Perlen），酢酸人絹，農薬，写頁（了

グァフ）等を見た，ついで工場内を自動車を走らせて晃

物したあと，中央研究所の機器関係の硫究室を開た，tL

時半，ホー’レにて工場のカラー映画を見てから，本館前

にある豪華な大食堂にてPestemeT教授より昼食o接侍

第4図Farbenfabrik　Bayer　A．　G．にある元粧長

　　　のDuisburg邸宅

を受けた．食後Duisburg邸のH本庭園や緑の公園の吋

を散歩し，最近竣成したばかりの約10階の近代的研究所

に案内された、実験設備の完備せることは誠に驚くべき

ものである．この研究所の元素分析室で，有機物酸素分

析装置の発明者であるUnterzucker博士に会った．．博士

は訥々と日本の元素分析研究者より贈られた文献を示L

て，自分もレプリントをお返しに送っている旨私に語っ

た．

　それよりPestemer教授の案内で，車にて大寺院の隣

りの地下室にある旧a一マ遺物のMosaic　DiD町svsを

見てから，さらにE．　Leybold’s　Nachfolger　A．　G．にf〒

った．技師長のKarl　HechtにaL・，試作研究室を見学

した．この会1±et真空ポンプの製作で古くから有名であ

るが，最近，自記式ボーラログラフ，分子模型，教材用

実験装置等をっくっていた．

第5図Bonn犬学化学教室とケクレー一の銅像
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　18日，10時発の列車にて桜根博士と共にB。nnに行

く．桜根民と別れ，黄色く色づいた葉の繁った並木道を

上ってボン大学に至り，新築の物理化学教室にProf・

Stackelbergを訪ねた．教授は電気化学研究室を主宰し，

ドイツにおけるボーラログラフの大家であるが，極めて

いんぎんなる態度にて研究室をみずから案内された．接

　　　第6図Bonn大学物理化学教室における
　　　　　　Stackelberg教授
触水素波の研究（氷酷酸中でDipyridine，　Oxine），　Ca，

Ba，　Srのボーラログラフ分析（50％アルコール中）の研

究等を見てから，X線研究室，ガス遠心分離装置（UF3）

などの設備を見た・午後1時半教授とパス停留所で別れ

て，駅に戻り2時半発の列車にてフランクフルトに向っ

た，

　ライン川の両岸の山々は黄色く，川を上下する細長い

石炭船のフナバタは赤く，碧い水面の色と相映じて，誠

に印象的であった．5時半フランクフルト中央駅にっき

駅前のSavoy　Hotelに入った．

　翌19日10時半，例によってDr．　R．　B㏄kみずから車

を運転して迎えにきた．Mein河に沿って走り約20分で

Farbenwerke　Hoechst　A．　G．にっいた．まず歴史的な煉

瓦造の旧本館を見て中央研究所に行きBock博士の案内

で分析関係の研究室を見た．二こではポーラログラフ，

赤外，紫外分光計の外，X線回析装置（Pb．　Znその他

の定性・定量）が盛んに用いられていた．正午B㏄k博

士およびJur・H・Behr氏（日本に生れ，父は西川虎之助

博士）と「日本館にある美麗な食堂で昼食の接待になり，

それより12階の新築本館に入り1階の美しい陳列室を

回り，尾上に上って工場を展望した．Mein河は南を静

かに流れ，東西は緑の野原である．工場の建物は多くは

赤煉瓦造であるが，目下建築中のものには，合成繊維研

究所，可塑物研究所のいずれも近代的大建物がある．

　午後R．Kramer博士の案内で，　Beck博士と共に自動

車にて工場内を巡覧した．染料工場，ぺ；シリン工場（ド

イツ最大），医薬品工場，酪酸ビ＝ルエ場，プタノール

酷酸ブタノール工場，硝酸工場，電解工場等には入って

見ることができた．メタンの塩素化，石油の熱分解によ

るエチレンよりボリエチレンの製造（Ziegler法採用），テ

リレン製造等の工場は建設中であった，
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　翌20日早朝，駅前のPAAで24日Wien行ぎの申込

みを済ませB㏄k博士の運転でフラングフルトの見物を

した・まず毎年メッセの行われるMesse　Gettinde．再

建途上の大学，旧LG．会社の本社のHoch　Haus，

Kaiserhaus，　Goethehaus等を見た．

　罫　灘蕪熱ぶ
毒

噸．繍

第7図旧1．G．会社本部のHoc匡．Haus

（7ランク．7ノレF）（現在米国軍使用中）

　　　　　Bock博士（左）

　午後1時発Fmnkfuτt発にて出発．約2時間でハイデ

ルペルヒの近代的な中央駅にっいk．市電にてBismヨ【k

PLに出てHoter　Bayrischer．Hof　Fこ入った．小憩の

あとKornmarketまで出て，さらに登山電専にてAlt

Heidelberg　Schlossに．上った．古城に続く公園の中を散

歩し，明日の再遊を期して夕方ホテルに帰った．

　翌21日Friedrich　Ebert　PL　にあるBunsen像の颯

爽たる英姿を見て登山電車にて頂上のKtinigstuhl　l二上

った．全山黄色をもって色どり，Neckerの碧き侭よ古

城の下を流れて誠に絶景である．登山電車にて古城に下

り一・般観覧者と共に古城の内を見物した，

　午後は電車にてSchwetzingen宮に行った．そD広大

な内苑には紅葉せる大木の美しい並木，美しいArion　O）

噴水池，蒙古風の廟Moschee，浴場，　Apollote皿pk．支

那の石橋等があって誠に南ドイツの秋の美しさを満喫す

ることができた．

　翌22日朝電車にてManheimに行き，さらに市電
にてBadische　Anilin－＆Soda－Fabrik　A．　G．（BASF）；’こ

行く．ライン川の鋲橋は霧深くいささか秋風寂莫O感で

あった，日本通のKarl　Harnel氏に面会し，中央研究所

にてA．Kirsch博士に会って，博士の案内，　Harne正氏の
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通訳にて染料，可塑物，物理の各研究室を見た．この研

究所はOppauのアンモニア合成研究所と合して総員約

1，　OOO名，竣成したばかりの近代的な5階の建物の内部

は誠に完備せる研究設備を擁している．ドイツ工業化学

界の至宝W・Reppe博士の統卒の下に数多の独創的な研

究が進められている．豪華な食堂にて昼食の接待になっ

てから，Reppe反応の研究の殿堂である中間試験工場を

見た．幾十の高圧連続反応装置が両側に立ち並んでいる

様は誠に壮観であった．さらに車にて工場内を巡覧して

から，午後4時過ぎBASFの車にてAutobahn上を快

速に走ってHotelに帰った．

　10月23日朝，Friedrich　Ebert　P1．にある古い化学教

室を訪ねた．かつてBunsenが数十年聞研究を続けたこ

の歴史的な建物はなお学生実験室として使用されてい

る．Freudenberg教授に面会を求むると，対岸の新教室

とのことにて，早速女子の大学院学生の同道にてFried・

riehs　BrUckeを渡らて案内された．二年前竣成したこの

化学教室は近代的な明るい地下1階地上2階の建物で

正面2階には化学教室の生んだ化学界の巨星，Bunsen，

KirchhOf，　K6kule，　VictOt　Mayer等の写真，筆跡など

の外，著名な化学者の手紙など陳列されていた．70歳の

　　　　　　第9図　フロイラtrくノレグ教授

　　　　　（ハイヂルペルビ大学化学教室）

フロイデンペルグ教授はなおリグニンの研究にカクシャ

クとして熱情を傾けていて，その研究はCenifenylalcohol

を水素中で重合させてVグニン様固体を得る研究，ペー

パークロマトグラフィーによるリグニン分解生成物の研

究，放射性Cenifenylalcoholを用いて諸化学反応の研

究など多岐にわたっていた．

　フロイデンベルグ教授は約40年前ベルリン大学にあ

ったとき，たまたま来独した故長井長義教授の講演をき

いたことを語り，日本の化学者に対し関心とくに深く，

私に長井教授の写真を入手したい（できればその他の目

本の化学者の写真も希望）旨述べられた．

　それよリホテルに戻り12時Heidelberg　HBH発にて

去り，午後1時半Darmstadt駅にっいた．電話連絡し，

出迎えの車にてE．Merck　A．　G．に行った．ここにて私は

“Die　Cerimetrie”の著者W．　Petzold博士に会うことが

できた．C．　Fuhrmann博士の案内でまず新築のKontrol

　16
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Laboratoriumに入った．主として．物理化学，分析住学

に関する最新の研究設備をもち，極めて侠適なエヤー・

コンディションを施した誠に近代的な研究所である．次

に新式の試薬製造工場を見た．一つの建物が八つの単位

工場に分れ，各単位工場にはそれぞれ真新らしい化学機

械が設備され，この近代的な明るいかつ美しい建物は誠

に世界最高の純正試薬の製造にふさわしいもので島っ

た．さらに伯研究所の研究室を見て，サロンにてたまた

ま来社のInstitut　Rebert　Koch（BeTlin）の所長H，　A。

Gins教授夫妻と共に茶菓の歓待を受け，午後5時車に

て駅まで送られ，5時18分発の列車に漸く間に合い，6

時20分Wiesbaden　HBHにっいた．駅前の美しい照明

をつけた噴水を見，街を見物しっっRheinStr．のTxun－s

Hotelに入った．

　翌24’日朝Bisrnark　P1．より静かな公園の中を歩き．

Kapellien　Str．にあるChe皿ische　LaboratDriu皿Frese・

niusを訪ねた．約100年前，　R・Freseniusが開いたこの

第10図100年前R・Freseniusの建てた実験室

　　　とW．Fresenius博士（孫）

分析化学専門学校は現在孫のW・Fresenias博士の手に

よって経営され，同時にZ・tUr　ana且ytischen　Chemie

の発行も続けられ，誠に世界の分析化学のメ・T　thとも

称すべきところである，第2次大戦で校舎の半ばは破

壊されたが，その跡には近代的な建物が新築ざれてい

て学生（2年間で修了し，学生数120名）の実験に充

てられ，旧屋は依頼分析に用いられていた．午前10時

半Fresenius教授の見送りでWiesbadenを立ち，ユ1

時20分Framkfurt　HBHについた・

　12時半駅前めPAAよリバスtc乗ウWiemに行くべく

空港に向った，

　10月30日，オーストリア国嶢を越えて私ぽドイツに

入った．Salzbttrgからの雪はRoseheimに至って雨とな

り，午後2時45分MOnchen　BHBについた・新築の近

代的な駅の1角にあるBundesbahn　H。te［に入った．

　翌31日朝，細雪の中を電車にてLudwigs　Brfickeに

て下り，Isar川岸にあるDeutsches　Muse皿mに正9時

開場を待って入る．この世界に有名な工業博物館は，採

鉱，冶金，機械，動力，電気，紡織，土木，交通等O各

種工業にっいて数多の実物陳列があウ，さらに物理，・ヒ
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学に関しては古今の実験装置が集められ誠に驚異すぺき

ものである．特に興味深いのは，地下の岩石を穿ってっ

くられた，石炭，石油，岩塩，鉱石等の採掘現場そのま

まの陳列であった．ドイツ工業の発展の源泉はこのミュ

ンヘンの工業博物館に関係なしとはど5しても考え得ら

れない．

　次にP【inzreagenten　Str．にあるHaus　der　Kunstの

西半砧めているBayerische　Staats　Gemti！desamnlun・

genに入った．ここにてラファエル，ダヴィンチ，ボッチ

チェリー，チントレット，チチアノ，ルーベンス等の傑

作を見た．

　午後Manchen大学を訪ねた．戦災の跡の修復が終っ

たばかりで化学教室を尋ねても要領を得ず，去ってTher－

esian　Str．にあるTechnische　Hochschuleの化学教室に

H．Goldschmidt教授を訪ねた．ここもほぼ戦災の修復

が終ったところであるが，化学教室は新築の近代的な建

物で，その玄関の廊下には，ノーベル賞に輝くWielhmd

教授とHans　Fischer教授との胸像が立っていた．

Christian　Futz博士の案内で有機化学研究室を見た．放

射性同位元素を用いた有機化学の研究が盛んに行われて

いて，放射性ペーパークロマトグラフィーなど蜘…深い・

それよりMaximilan　PLにあるLiebigの銅像を見る．

学都ミュンヘンの誇として永遠に記念されていることは

誠に印象深い．タ暮に至り戦災のままの悲惨な旧王宮

（Residenz），中世紀の壮麗な姿のままの市庁などを見て

ホテルに帰った．

　翌11月1日午前9時発の列車にてミュンヘンを立ち

第12図　 ゴルドシュミッド教授

　（ミュンヘン工科大学化学教室）

30L

ほとんど落葉した林と小川との淋しい冬景色を眺めつつ

Augsburg，　Ulm，　Geisingにて停車ぜるあと・U時5Q

分Stuttgart　HBHについた．下車し駅近くのNeures

　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　．「1

　　　　　　第13図　リービッヒの銅像

Schlossを見る．戦災を受けた廃壇の前に美Lき大理石

の女神の像が残り，かつてのウィ’7テンペルヒ王国の仕

麗な王宮を美しい彫刻の残った壁によって偲んだ．さら

にすぐ南のAltes　Scbl。ssは大半修acさiLてWUTtし・

Landes　Museumとなってドイツの古代の石像・木像・

刀剣・木彫等の遺物が陳列されていた．さらec　Schillec

Str，のStaatsgaleTieに入って多数の中世紀のイタIJア

絵画と共にRembrandtの傑作，　Fuerbachの美い・作

品を見tc．

　午後3時駅に戻ウ特急“Morzert”に乗り3時半発車，

4時5。分K・rl・T・he　HBHにつt・た・駅前のS・hlcss

Hotelに入った．

　翌2日，午前ti時47分発の特急’‘Schavins［2md’｝に

て瑞西に向った，＋でに霜は地面を蔽い1葡綿とリン

ゴ林とは寂然たる冬姿であった．Baselにて瑞西の列車

に乗り換え11時半発車し，美しい渓谷の問を走って

Bi，1，r　Seeの岸に出てその湖岸を走りI　L・c　N・v・b・仁・ユ

の美しい湖景を眺め，さらにLausame　m至ってLzc

Leman（ジュネーブ湖）に達し，その北岸を西に向って

走って遂1・午後2時40分G・ne・・のG…d・C・「navin

についた．（ジュネーブ滞在記は前に述べた・｝

　14．オーストリアの旅

　10月24日，午後1時45分フランク7tレト空pae・W・

発したPAA機は約1時間でMUnじhe皿空港にっき，3時

10分出発，美しき碧きDonatt河が，紅染むる山kの間

を延々と蛇行せる様を脚下に眺めて午後4時Wl田の空

港についた．バスにて都心のオペラ座横のエヤーターミ

ナルに至り，歩いてHotel　Asteriaに入った．

　翌25日朝tFriedrich　Str．のReis　BurdにてWie　n－

Graz－Salzburg－Mlinchen－Stuttgart－Gen6　Teの回謎韮券を

註文し，Karl　Pl・から地下鉄にのりSchCpbrunn・ac行っ

た．

　SchC，nbrunn宮の大きな並木も黄色に染って誠に美し

かった．偉大な女傑Maria　Theresa嘉后の蒙華な生活

1「7
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　の跡を偲んだ．庭に出て海神の噴水池を経て，Gloriette

　まで上ったが，生憎の霧のためウイーンの町々を展望す

　ることができなかった．再びウイーン市内に戻って，か

　つてのパブスブルグ家の宮殿であったHofburgを見た．

　華麗なState　Apartmentの部屋に入り，その盛んなり

　し日の昔を偲んだ．

　　午後Tierarz．tliche　FachschUleにZacherl教授を訪

ねた．教授は微量分析法の最高権威で，長年Micro－

chimica　Actaの編集を続けてきた人で，誠に温厚な老

紳士である．研究室，学生実験室，講義室などを案内さ

れたあと，私は暫く歓談し，ウイーン大学のHecht，

Tech．　H㏄hschuleのStrebinger，　Graz大学のLiebの

各教授への紹介を煩わした．

　午後5時Zacherl教授みずから車を運転してホテルに

私を送った．同夜ホテルに近いオペラ座（Opern）に入っ

て魔笛（Die　ZauberflOte）の素晴しい演技と美しい音楽

とに驚嘆した．

　翌26日朝Tech．　HochschuleにStrebinger教授を訪

ねた．H・Weisz博士の案内で学生実験室および微量分

析研究室を見た．相当多数の学生を収容し学生実験室は

塩酸の煙で充満し日本の大学と同様老朽実験室である．

　さらにWahringerstrasseの1　Chemis．　he　Universitgt

Laberatoriumを訪ねることができた．所長のF．　Wessely

敦授に会ってからHecht教授に会い，研究室を見た．

目下河水の痕跡成分の分析の研究を行い，イオ、ン交換樹

脂を用いてUの定量法を研究していた．教授は微量珪酸

分析において塩入松三郎博士の研究の貴重であることを

語った・さらにH・Bal「czo博士の案内でBeckman自

記分光計（DK），紫光吸収分光計（Unicam），焔光分光

計（Beckman），電量滴定装置（Metrohm）等の分析機

器を揃えた研究室を見た．

　午後KunsthiStorische　Mllseum　eこ入って驚くべき美

術工芸の宝庫を見た．さらにHofburg中のVolkes　Kunst

Museumに入って東西古今の繊維工芸，武器，彫刻，楽

器等の移しい多数の陳列を見た．広大な各室には殆んど

人影もなく．看守のツレヅレに引くピアノの音が静かに

聞えてきた．　　　　　　　・

　夜再びオペラ座に入って歌劇サロメを見た．

　翌27日朝・Belvedere公園を散歩し、10時開館を待

ってOberes　Palaceに入り，オーストリア19，20世紀

の名画を見た．私はここでWaldmtiller，　Amerling，　Hans

等美しい画に驚嘆した．それよりSロdBahnに出て午

後12時半発の列車にてGrazに向った，　Neunkirchen

よりSemmeringに至る間，白い絶壁に紅葉が点緻して

美しかった・午後5時にGraz　HBHにっき直ちに駅前

の新築のHotel　Danielに入った．

　翌28日まず市電にてグラツの旧市を回りGe正dorf　P1，

にて下り公園を通ってSchlossbergに上り美しい眺めを

　18

生　産　研　究

満喫してから市電にて郊外のEggenberg宮に行っtc一

広い緑の芝生の上に鹿が遊び，立ち並ぶ大樹は紅架を粧

い，誠に美しい．かってマリヤ・テレサ皇后の滞在した

この宮殿の内部はケンランではないが端麗である、皇后

の支那芸術に対する嗜好を，Schdnbrtinn宮と同様この

宮殿においても十分知ることができた．

　午後再び旧市に出て白墓の美しいオペラ座より．続く公

園（Stadt　Park）を散歩した．紅葉と黄色とに色とウど

りの樹々の下に緑の芝生に拡がり，菓鼠が馴aしくベン

チの上を走ってパン屑を喰べている様は誠に平和なもの一

であった．

　翌29日朝．大学の医化学教室にHans　Ueb教授を訪

ねた・M・H㏄he皿egger博士の案内でPregl－Laboratoriu［n

を見た．微量分析法の開拓Pregl教授の名を冠したこの

実験室は戦前より世界の有機化学者を集めて微量分析滋

の講習を行ってきたが，戦時中中止せるも戦後再開され

年4回（1回，4週間）開催されている．さらにT。ch．

H㏄11schuleのInstitut　fur　Biochemische　Techne］ogrr’

Lebensmittel＆MikrochemieにG．　Gorbach教綬を訪

ねた．教授の案内で驚くべく小さいいろいろなガラス器

具を見て，故Enxich教授の伝統をつぐ微量実験法研究

の真髄に触れた思いがした．教授は誠に堂々たる鉢駆と

快活な気質の持主であるが，足が多少不自由であるの

は誠にお気の毒である．午後Z時45分発の列車にて

Grazを去りBrllckよりMur河に沿って下ウ，美しい

才一ストリアの山村を過ぎ8時Salzburg　HBH　rcっぎ，

Hetel　Bayerische　Hofに入った．

　翌30日朝細雨の中をSalzach河にかかれるStaats－

brUckeの上に立った．両岸に連る家，南側の丘に費Lる

Hohensalzburg城，北岸のKapuziner　Berg　eLある古い

修道院など誠に印象的である．そのあと，Donlplatlt＝出

てResidenzに入って，かってナポレオンの泊った部屋，

仏填戦争のとぎビスマークの署名した部屋などを見た，

　午後12時40分発の列車にのりMitnehen　e：向った．

Salzburgの市をはずれると雨は遂に雪と化したが，　Muロー

chen　の近く（c至って，再び細雨となった．2時45分

MUμchen　HBH　についtp．　（以下蔚記ドイツの旅）

（1957．6．16）


